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断層の長さ・走向・傾斜

地震発生層の下限

反射法地震探査

海底自然地震観測

沿岸域地震活動の
高精度把握

レオロジー特性

構成岩石モデル

すべり角

断層の矩形モデル

（2）‐⑤ 津波波源モデル・震源断層モデルの構築

⑤－3構成岩石モデルの構築
（横浜国立大学） ⑤－2沿岸域の地震活動の把握

（防災科学技術研究所）

(3) 津波および強震動の予測
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日本海における石油公団・海
洋開発研究機構の測線図

国交省・内閣府・文科省の日
本海調査検討会での断層モ
デルの作成に協力

今年度中に断層モデル
ver. 1 を作成。調査の進

行に従って、バージョンを
アップさせる。

3日本海調査検討会（2014）



H26年度の予定

・平成25年度に実施した沿岸および海

陸統合構造調査の成果を、日本海と沿
岸域の断層の初期モデルに反映させ
る。
・地震活動の情報（2‐5‐2）、構成岩石モ
デル（2‐5‐3）の成果とともに、断層モデ
ルを更新する。
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新潟‐北陸沖の震源断層モデル（暫定版）
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下越の震源断層モデルの特徴



富山湾‐上越沖の震源断層モデル



富山湾‐上越沖の震源断層モデル
（日本海検討会モデルとの相違点）

断層面の追加

断層面の分離

断層面の追加
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富山湾内の震源断層モデル

寺泊層中のデタッチメントが
顕著な断層関連褶曲

低角度のデタッチメント（類
似の層準が繰り返して分布）

断層が追跡できない

糸静線を境に基盤の構造が
異なる



傾斜 50゜

15゜

30゜

フラット‐ランプの形状

平均 26゜

西頸城沖

黒部川河口沖

Ç
√
Ç
√Ç

√
Ç
√
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羽咋‐金沢沖の断層モデル

日本海検討会のF47と傾斜が
異なる可能性
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I3

I2

NW SE

NW SE



H27年度の予定

・平成26年度に実施した沿岸および海

陸統合構造調査の成果を、日本海と沿
岸域の断層モデルに反映させる。

・地震活動の情報（2‐5‐2）、構成岩石モ
デル（2‐5‐3）の成果とともに、断層モデ
ルを更新する。
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